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スマートコミュニティの実現

エネルギーを地域単位で賢く管理する
社会が求められています。プロジェクト
は環境省の補助採択を受け、モデル
事業･促進事業として実施しています。

CO2排出量の削減

プロジェクトにより年間約1,000tの
CO2削減を見込んでいます。これは
市立小・中学校の年間ＣＯ２排出量平均
の約６校分にも相当します。
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武蔵野クリーンセンターのごみ発電を核として、周辺の公共施設と市立18

小・中学校とを連携させ、地域全体でエネルギーを融通します。

創エネ、蓄エネ、省エネ を組み合わせ、マート にエネルギー

の需要・供給の最適な運用を図ることで、地域全体のCO2排出量の削減を

目指します。

創エネ 蓄エネ 省エネ スマート

～ エネルギーの「創・蓄・省・賢（スマート）利用」～

武蔵野市エネルギー地産地消プロジェクトとは

災害に強いまち

地産地消の自立型エネルギーマネジメント
システムを構築し、災害時においても
エネルギーを供給できる体制を作る
ことで、都市の強靭性を高めます。

プロジェクト イメージ図

第四中学校

電気の流れ（自営線）
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動画でわかりやすく！


